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　高エネルギー加速器研究機
構内の超伝導リニアック試験
施設棟（STF棟）に新たに
建設された電界研磨装置であ
る．ニオブ製1.3 GHz超伝
導加速空洞の内面の研磨を行
うため，硫酸とフッ酸の混合
液を空洞内部に半分ほど導入
し，空洞中心に差し込んだア
ルミ製パイプ型電極とニオブ
製空洞との間に電圧をかけて
通電することにより空洞内面
を平滑に研磨する．通電中，
空洞は水平姿勢に置かれ回転
し，研磨液は循環冷却される
が，研磨終了後に空洞は台と
ともに垂直に立てられ，内部
の研磨液を排出し，超純水に
て中和洗浄される．内面の仕
上がりは1 μm以下の平滑度
の鏡面となり，空洞の電界性
能はその平滑度とその表面清
浄度の管理に大きく依存す
る．この電界研磨装置は
2008年より稼働を始め，高
性能な空洞内面を得るべく継
続して各種の改良を行ってお
り，空洞の電界性能の向上を
図っている．
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